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Ⅰ．庶務事項 
 
１. 理事会及び評議員会の開催 
 
・平成 27年 6月 5日（金）午前 10時より第 93回理事会を東京急行電鉄（株）本社役
員会議室にて開催、下記の議案を審議可決した。 
 
（イ）平成 26年度事業報告並びに収支決算等について 
 
（ロ）平成 27年度定時評議員会の招集について 
 
・平成 27 年 6 月 18 日（木）午前 10 時より第 89 回評議員会を東京急行電鉄（株）本
社役員会議室にて開催、下記の議案を審議可決した。 
 
（イ）平成 26年度事業報告並びに収支決算等について 
 
（ロ）評議員の辞任及び補充の選任について 
 
・平成 28 年 3 月 17 日（木）午前 11 時より第 94 回理事会を東京急行電鉄（株）本社
役員会議室にて開催、下記の議案を審議可決した。 
 
（イ）平成 28年度事業計画並びに収支予算等について 
 
（ロ）平成 28年度事業計画並びに収支予算等の評議員会開催及び招集について 
 
（ハ）館長の退任および選任について 
 
・平成 28 年度事業計画並びに収支予算案等について、平成 28 年 3 月 17 日に配布し、
評議員全員の同意を得たので、最終確認が得られた同年 3 月 21 日付にて、第 90 回評
議員会として同案を可決した。 
 
 
２. 官公庁への届出等 
 
・平成 27年 6月 26 日 平成 26年度事業報告書並びに収支計算書等の提出 ····· 内閣府 
・平成 28年 3 月 23 日 平成 28年度事業計画書並びに収支予算書等の提出 ···· 内閣府 
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３. 寄付受領 
 
・東京急行電鉄株式会社 ································································· 80,000,000 円 

合計 80,000,000 円 
 
美術品等受贈 
平成 27年 4月 1日受贈 
・本間久子 ············································ 本間紀男著『木彫仏の実像と変遷』大河書房 

本間紀男著『X線による木心乾漆像の研究』美術出版社 
仏教造形研究所編『益子西明寺に伝わる木彫群』（解躰修理と復元の記録） 

計 3件（寄贈 平成 27 年 12 月 3 日） 
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Ⅱ．主なる事業活動 
 
[1] 五島美術館事業 
 
１. 展示事業 
 
１‐１. 入館者数 

＊単位は人 

 有料 無料 計 入園者 合計 開館日 一日平均 

1 ［館蔵］春の優品展―和歌と絵画―〈平成 27 年 4 月 4 日［土］―5月 10 日［日］〉 
 7,737 411 8,148 288 8,436 32 264 
2 ［館蔵］近代の日本画展〈5月 16 日［土］―6月 21 日［日］〉 
 7,881 446 8,327 176 8,503 32 266 
3 ［特別展］瓷華明彩―イセコレクションの名陶―〈6月 27 日［土］―8月 9 日［日］〉 
 6,697 1,902 8,599 128 8,727 38 230 
4 ［館蔵］秋の優品展―宗教と美術―〈9月 5 日［土］―10 月 18 日［日］〉 
 6,648 287 6,935 299 7,234 38 190 
5 ［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体―〈10 月 24 日［土］―12 月 6 日［日］〉 
 15,282 5,838 21,120 408 21,528 38 567 
6 ［館蔵］茶道具取合せ展〈12 月 12 日［土］―平成 28 年 2 月 14 日［日］〉 
 7,667 620 8,287 256 8,543 46 186 
7 ［館蔵］中国の陶芸展〈平成 28 年 2 月 20 日［土］―3月 27 日［日］〉 
 5,141 332 5,473 169 5,642 32 176 
合計57,053 9,836 66,889 1,724 68,613 256 268 

＊単位は人 

 
１‐２. 特別展 
 
（1）瓷華明彩―イセコレクションの名陶― 
・期間＝平成 27年 6月 27 日［土］― 8 月 9 日［日］ 
・主催＝五島美術館 
・後援＝イセ文化財団／外務省 
・特別鑑賞会・レセプション＝平成 27年 6月 26 日［金］ ·················· 出席者 209 名 
・講演会＝平成 27年 7月 12 日［日］ 森達也氏（沖縄県立芸術大学教授） 聴講者 101 名 
・講演会＝平成 27年 7月 26 日［日］ 瀬尾康夫氏（美術瀬尾）×川島公之氏（繭山龍泉堂） 

 ······················································································ 聴講者 122 名 
※詳細は「３‐１. 普及事業（3）」（7頁）参照 
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（2）一休―とんち小僧の正体― 
・期間＝平成 27年 10 月 24 日［土］― 12 月 6 日［日］ 
・主催＝五島美術館／日本経済新聞社 
・協力＝酬恩庵（一休寺）／大徳寺・真珠庵／守山・少林寺 
・特別鑑賞会・レセプション＝平成 27年 10 月 23 日［金］ ················· 出席者 153 名 
・講演会＝平成 27年 10 月 31 日［土］ 芳澤勝弘氏（元花園大学教授） ··· 聴講者 189 名 
・講演会＝平成 27 年 11 月 7 日［土］ ディディエ・ダヴァン氏（フランス国立極東学院

東京支部代表） 

  ························································································ 聴講者 174 名 
・講演会＝平成 27年 11 月 21 日［土］ 岡 雅彦氏（国文学研究資料館名誉教授）聴講者 217 名 
・座禅体験（法話付）＝平成 27年 10 月 25 日［日］、11月 1日［日］ ·· 参加者計 62名 

※詳細は「３‐１. 普及事業（3）」（7頁）参照 

 
 
２. 調査・研究事業 
 
２‐１. 調査・研究 
 
・特別展および企画展に際して、館外所蔵作品の調査を行った。 
・改修後の展示設備をはじめとする館内設備の調査とデータ蓄積を継続した。 
・所蔵する図書を整理し、情報の入力を継続した。また宇野雪村旧蔵書籍など貴重書の
メンテナンスを行った。 
・以上の成果の一部については、最新の研究紀要にて報告した。 
 
２‐２. 美術品の保存・補修 
 
（1）蔵品のうちから、特に傷みの著しかった「一山一寧墨跡 園林消暑偈」について
は、修理先・修理方法に慎重な検討を加えた上で、住友財団より 1,000,000 円の助
成を受け本体の修理を行った。平成 27年度は、本修理に 2,229,584 円費やされた。 

 
（2）作品に付属する貴重な 17～19 世紀の更紗包裂（風呂敷）など計 3件を修理した。 
 
（3）収蔵庫の棚扉について、作品収納の便宜のため一部を改修した。 
 
２‐３. 出版物 
 
（1） 『瓷華明彩―イセコレクションの名陶―』 
・判型＝A4 判 ・発行日＝平成 27 年 6 月 26 日 
・著者＝イセ文化財団 ・特別協力＝五島美術館 
・発行＝株式会社新潮社 ・頁数＝136 頁（オールカラー、図版 92 点所収） 
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（2） 『一休―とんち小僧の正体―』 
・判型＝A4 判 ・発行日＝平成 27 年 10 月 23 日 
・編集＝五島美術館・大東急記念文庫学芸部 
・発行＝公益財団法人五島美術館 ・頁数＝232 頁（カラー88 頁、図版 147 点所収） 
 
（3） 『五島美術館研究紀要』第４号 
・判型＝A4 判 ・発行日＝平成 28 年 3 月 31 日 
・編集＝五島美術館・大東急記念文庫学芸部 
・発行＝公益財団法人五島美術館 
 
２‐４. 美術品の他所への出品 
 
NHK、NHKプロモーション他 ··································· 「古伊賀耳付花生」／他計 3件 
「没後 400 年 古田織部展」 
広島展（奥田元宋・小由女美術館、期間＝平成 27 年 3 月 2 日～4 月 12 日）、 
滋賀展（佐川美術館、期間＝10 月 10 日～11 月 23 日） 
 
奈良国立博物館 ················· 重要文化財「法華経序品・法師功徳品 (久能寺経)」／計 1件 
「特別展 まぼろしの久能寺経に出会う 平安古経展」 

（期間＝平成 27 年 4 月 7 日～5 月 17 日） 
 
根津美術館 ······························ 「紅葉流水図（竜田川図） 尾形光琳筆」／他計 2件 
「尾形光琳 300 年忌記念特別展 燕子花と紅白梅 光琳デザインの秘密」 

（期間＝平成 27 年 4 月 18 日～5 月 17 日） 
 
石川県立美術館 ···································· 重要文化財「宗峰妙超墨跡 梅溪号」／計 1件 
「加賀前田家 百万石の名宝―尊經閣文庫の名品を中心に―」 

（期間＝平成 27 年 4 月 24 日～6 月 7 日） 
 
井原市立田中美術館 ····································· 「那須与一宗隆 前田青邨筆」／計 1件 
「春季特別展 平家物語を描く―近代によみがえった古典」 

（期間＝平成 27 年 4 月 27 日～5 月 31 日） 
 
サントリー美術館 ·················································· 「乾山色絵菊文向付」／他計 2件 
「着想のマエストロ 乾山見参！」（期間＝平成 27 年 5 月 27 日～7 月 20 日） 

 
毎日新聞社、一般財団法人毎日書道会 ···································· 「九錫玄香」／他計 22件 
「書の用具・用材を知る「筆・墨・紙・硯の世界」―毎日展作家が引出すその魅力―」 

（期間＝平成 27 年 7 月 8 日～8 月 2 日） 
 
愛知県美術館、朝日新聞社 ············ 重要美術品「木の葉文平茶碗(木の葉天目)」／計 1件 
「芸術植物園」（期間＝平成 27 年 8 月 7 日～10 月 4 日） 

 
岡山県教育委員会、岡山県立美術館 ······························· 「古伊賀耳付花生」／計 1件 
「特別展 破格―桃山備前―」（期間＝平成 27 年 9 月 18 日～11 月 8 日） 

 
彦根城博物館 ······································ 「唐物円座肩衝茶入 銘 利休円座」／計 1件 
「一期一会の世界 大名茶人 井伊直弼のすべて」 

（期間＝平成 27 年 9 月 18 日～10 月 20 日） 
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川越市立博物館 ·············································· 「小堀遠州 月迫茶入添文」／計 1件 
「川越市立博物館開館 25 周年記念特別展 小堀遠州と川越藩主―遠州と酒井忠勝の
交流を中心に―」（期間＝平成 27 年 10 月 10 日～11 月 15 日） 

 
京都国立博物館他 ··· 「鹿下絵和歌巻断簡 本阿弥光悦筆 伝 俵屋宗達下絵」／他計 3件 
「琳派誕生 400 年記念 特別展覧会 琳派 京（みやこ）を彩る」 

（期間＝平成 27 年 10 月 10 日～11 月 23 日） 
 
川崎市市民ミュージアム ······· 重要美術品「複線波紋縁連弧紋鏡 居摂元年銘」／他計 6件 
「古鏡―その神秘の力―」（期間＝平成 27 年 10 月 10 日～11 月 23 日） 

 
九州国立博物館他 ········ 重要文化財「高野切古今和歌集(第一種) 伝 紀貫之筆」／計 1件 
「特別展 美の国 日本」（期間＝平成 27 年 10 月 18 日～11 月 29 日） 

 
福井県立歴史博物館 ························· 重要美術品「唐物文琳茶入 銘 本能寺」／計 1件 
「特別展 再会・ふくいゆかりの名宝たち―里帰り文化財展―」 

（期間＝平成 27 年 10 月 24 日～11 月 23 日） 
 
徳川美術館、名古屋市蓬左文庫他 ················· 国宝「源氏物語絵巻 鈴虫一」／他計 8件 
「特別公開 国宝 源氏物語絵巻」（期間＝平成 27 年 11 月 14 日～12 月 6 日） 

 
東京国立近代美術館他 ··········································· 「菊慈童 安田靫彦筆」／計 1件 
「安田靫彦」（期間＝平成 28 年 3 月 23 日～5 月 15 日） 

                                       
計 17 ヶ所  56 件 

 
２‐５. 美術品の写真掲載・利用 
 
美術の教育普及の観点から、各種の美術図書やビデオ・テレビ番組などに、その内容に
検討を加えた上で、当館所蔵の美術品の撮影および写真掲載使用を許可した（平成 28 年
度は 184 件・のべ 304 点）。 
 
 
３. 普及事業 
 
３‐１. 普及事業 
 
（1） ギャラリートーク（展示解説）―入館者を対象にして実施 
・［館蔵］春の優品展―和歌と絵画― 
「和歌の書」 平成 27年 4月 9日、4月 23日（別館講堂） ············· 参加者計 113 名 
「表具の裂地」 平成 27年 4月 26 日（別館講堂） ········································ 67 名 
「源氏物語絵巻について」 平成 27年 4月 30 日、5月 3日・8日（別館講堂）計 529 名 
・［館蔵］近代の日本画展 
「近代日本画の世界」 平成 27年 5月 21 日、6月 18 日（別館講堂） ······· 計 180 名 

・［特別展］瓷華明彩―イセコレクションの名陶― 
「イセコレクションの中国陶磁について」平成 27年 7月 16 日、7月 30 日（別館講堂） 
 ········································································································· 計 141 名 
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・［館蔵］秋の優品展―宗教と美術― 
「写経の紙」 平成 27年 9月 10 日、10月 1日（本館集会室） ···················· 計 50 名 
「日本陶磁について」 平成 27年 9月 18 日（別館講堂） ······························ 29 名 
「宗教と美術」 平成 27年 9月 29 日（別館講堂） ········································ 51 名 
「表具の裂地」 平成 27年 10 月 7日（別館講堂） ········································ 67 名 
「紫式部日記絵巻について」 平成 27年 10 月 15 日、18日（別館講堂） ··· 計 305 名 

・［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体― 
「一休さんの字」 平成 27年 10 月 29 日、11月 26 日（別館講堂） ·········· 計 251 名 
「一休を楽しむ」 平成 27年 11 月 4日（別館講堂） ···································· 103 名 
・［館蔵］茶道具取合せ展 
「茶道具取合せ展について」平成 27年 12 月 18 日、平成 28年 2月 12 日（別館講堂） 
 ·········································································································· 計 184 名 
「茶の湯の裂」 平成 27年 12 月 22 日、平成 28年 1月 27 日（別館講堂） 計 152 名 
「古経楼と茶の湯」 平成 28年 1月 13 日、2月 3日（別館講堂） ··············· 計 83 名 
・［館蔵］中国の陶芸展 
「中国陶磁について」 平成 28年 3月 3日、3月 24日（別館講堂） ·········· 計 123 名 

計 7 回の展示で 28 回実施   [のべ] 2,428 名参加 
 
(2) 青少年向け普及講座 
①こども美術講座―小中学生を対象にして美術や日本文化について解説および体験学習を実施 
「王朝絵巻の世界」 平成 27年 5月 5日（本館集会室） · 計 8 名［こども 4／大人 4］ 
「和歌とかな」 平成 27年 5月 10 日（本館集会室） · 計 20 名［こども 7／大人 13］ 
「日本画を知ろう」 平成 27年 6月 7日（本館集会室）計 15名［こども 7／大人 8］ 
「お経の紙いろいろ」 平成 27年 9月 20 日（本館集会室）計 4名［こども 1／大人 3］ 
「王朝絵巻の世界」 平成 27年 10 月 12 日（本館集会室） ········· 計 1 名［こども 1］ 

                   計 5 回実施  [のべ] こども 20名 大人 28名参加 
 
②東京急行電鉄株式会社主催「キッズプログラム」 
平成 28年 1月 11 日 「美術館の茶室で抹茶を飲んでみよう！」（別館講堂・茶室）計 14名 
 
③小学校への出張講義  
・世田谷区立船橋小学校 
平成 28年 2 月 24 日 「日本絵画について」 ··································· 6 年生約 130 名 
 
④中高生向け講義 
・東京学芸大附属高等学校 
平成 28年 2 月 2日 「美術館学芸員について」（本館集会室） ·························· 20 名 
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（3） 講演会―入館者を対象にして実施 
［特別展］瓷華明彩―イセコレクションの名陶― 
・演題＝「色絵磁器からみたイセコレクション」 
 講師＝森達也氏（沖縄県立芸術大学教授） 
平成 27年 7月 12 日［日］ ···························································· 聴講者 101 名 
・演題＝特別対談「イセコレクションあれこれ」 
 講師＝瀬尾康夫氏（美術瀬尾）×川島公之氏（繭山龍泉堂） 
平成 27年 7月 26 日［日］ ···························································· 聴講者 122 名 
［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体― 
・演題＝「一休とは何か」 講師＝芳澤勝弘氏（元花園大学教授） 
平成 27年 10 月 31 日［土］ ·························································· 聴講者 189 名 
・演題＝「一休を読む―『狂雲集』のことばとこころ」 
 講師＝ディディエ・ダヴァン氏（フランス国立極東学院東京支部代表） 
平成 27年 11 月 7日［土］ ···························································· 聴講者 174 名 
・演題＝「とんち小僧一休の正体」 講師＝岡 雅彦氏（国文学研究資料館名誉教授） 
平成 27年 11 月 21 日［土］ ·························································· 聴講者 217 名 
 
（4） 座禅体験（法話付） 予約制 
［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体― 
・大徳寺真珠庵 住職 山田宗正師 
平成 27年 10 月 25 日［日］ ···························································· 参加者 32名 
・酬恩庵（一休寺） 住職 田邊宗一師 
平成 27年 11 月 1日［日］ ······························································ 参加者 30名 
 
（5） 団体見学および団体説明会 
［館蔵］春の優品展―和歌と絵画― ············································ 計 14 団体・計 432 名 
［館蔵］近代の日本画展 ·························································· 計 4 団体・計 116 名 
［特別展］瓷華明彩―イセコレクションの名陶― ······························ 計 5 団体・計 140 名 
［館蔵］秋の優品展―宗教と美術― ················································ 計 3 団体・計 76名 
［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体― ······················ 計 2 団体・計 95名 
［館蔵］茶道具取合せ展 ···························································· 計 1 団体・計 28名 
［館蔵］中国の陶芸展 ······························································· 計 1 団体・計 26名 

総計＝30団体・913 名 
 
（6） 茶会―茶の友会会員を対象にして実施 
・第 1回秋季茶会＝平成 27年 11 月 12 日、13日、14日、15日（4日間）参加者計 804 名 
・第 2回春季茶会＝平成 28年 3月 10 日、11日、12日、13日（4日間）参加者計 860 名 

＊上記茶会に使用した美術品について学芸員が解説した。 
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（7） 陶芸教室―美の友・茶の友会会員を対象にして実施 ＊指導＝弘法窯スタッフ 
下記の通り、当館第二講堂において陶芸講座を開催した。当日、参加者は形造りから絵
付けまでを行って終了（一日教室）。後日、学芸部が岐阜県可児市の弘法窯の陶房まで輸
送して、焼成（完成品は集会室にて手渡し）。また、電動ろくろ器を使用して制作する「中級
編」も同時開催。 
・第 1回＝平成 27年 5月 30 日・5月 31 日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」参加者計 43名 
・第 2回＝平成 27年 9月 26 日・27日「織部焼・越前風自然釉焼締陶器」 ········ 計 44 名 
・第 3回＝平成 28年 1月 30 日・31日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ········ 計 48 名 
 
（8） 美の友会月例美術講座―美の友会会員を対象にして実施 
美の友会会員を対象に下記の講座（各月 1～3 回）を開催した。各回とも一貫したテーマに
即した主題を掲げ、五島美術館の所蔵品を中心にパワーポイントを使用してわかりやす
い講座を行なった。 
 
・書跡鑑賞シリーズⅩ「11世紀から 12世紀の古筆」 
 担当＝五島美術館学芸部 名児耶 明 
第 1回 平成 27年4月 4日［土］ 「小島切」 ···························· 聴講者 102 名 
第 2回 5 月 2日［土］ 「荒木切」 ······································· 100 名 
第 3回 6 月 6日［土］ 「御蔵切」 ······································· 107 名 
第 4回 8 月 1日［土］ 「藍紙本万葉集」 ······························ 82 名 
第 5回 9 月 5日［土］ 「和泉式部集切」 ······························ 91 名 
第 6回 10 月 3日［土］ 「針切」 ··········································· 80 名 
第 7回 12 月 5日［土］ 「朝忠集」 ········································ 79 名 
第 8回 平成 28年1月 9日［土］ 「元暦校本万葉集」 ··························· 81 名 
第 9回 2 月 6日［土］ 「陽成院一品宮歌合」 ························ 86 名 
第 10 回 3 月 5日［土］ 「近江御息所歌合」 ··························· 79 名 

 
・染織鑑賞シリーズⅪ「名物裂を楽しむ―『雅游漫録』の世界」 

担当＝五島美術館学芸部 佐藤留実 
第 1回 平成 27年4月 18 日［土］ 「『雅游漫録』と名物裂」 ········· 聴講者 65名 
第 2回 5 月 16 日［土］ 「金襴―鶏頭・大燈・長楽寺・逢坂」 ·· 61 名 
第 3回 6 月 20 日［土］ 「金襴―花兎・富田・橘屋・興福寺」 ·· 64 名 
第 4回 7 月 18 日［土］ 「金襴―大徳寺・釣り石畳・鴛鴦」 ····· 55 名 
第 5回 9 月 19 日［土］ 「金襴―針屋・滑銭・大内菱・大内桐」 61 名 
第 6回 10 月 17 日［土］ 「金襴―高台寺・角龍・建仁寺」 ········ 50 名 
第 7回 12 月 19 日［土］ 「金襴―紹知・なでしこ・義隆」 ········ 48 名 
第 8回 平成 28年1月 23 日［土］ 「金襴―安楽庵・いなご・古金襴」 ····· 47 名 
第 9回 2 月 20 日［土］ 「印金・金紗」 ·································· 53 名 
第 10 回 3 月 26 日［土］ 「緞子―本能寺・白極」 ····················· 59 名 
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・陶磁鑑賞シリーズⅣ「高麗茶碗」 担当＝五島美術館学芸部 砂澤祐子 
第 7回 平成 27年4月 11 日［土］ 「熊川・玉子手」 ····················· 聴講者 90名 
第 8回 5 月9日［土］ 「呉器・割高台・金海」 ····················· 85 名 
第 9回 6 月 13 日［土］ 「御所丸・彫三島」 ··························· 90 名 
第 10 回 7 月 11 日［土］ 「御本・半使」 ·································· 96 名 

 
・工芸鑑賞シリーズⅠ「工芸史拾い歩き―茶の湯編」 

担当＝五島美術館学芸部 福島 修 
第 1回 平成 27年9月 12 日［土］ 「工芸と茶道具」 ····················· 聴講者 80名 
第 2回 10 月 10 日［土］ 「和／漢の構造」 ······························· 68 名 
第 3回 12 月 12 日［土］ 「棗の話」 ········································ 67 名 
第 4回 平成 28年1月 16 日［土］ 「茶杓の問題」 ·································· 66 名 
第 5回 2 月 13 日［土］ 「釡の鑑賞」 ····································· 97 名 
第 6回 3 月 19 日［土］ 「天目台と盆」 ·································· 96 名 

 
（9） ミュージアム・コンサート―入館者を対象にして実施 
・NHK交響楽団メンバーによる弦楽四重奏演奏会＝平成 27年 7月 7日［火］ 
1st Violin＝白井篤／2nd Violin＝山口裕之／Viola＝小野聡／V.Cello＝山内俊輔（敬称略） 
プログラム： モーツァルト 弦楽四重奏曲第 7番変ホ長調K.160(159a) 

ハイドン 弦楽四重奏曲第 77番ハ長調Op.76-3, 「皇帝」Hob.Ⅲ-77 
ラヴェル 弦楽四重奏曲ヘ長調 

入場料＝3500 円（友の会 3000 円） 予約制 ·································· 参加者 184 名 
 
・長唄演奏会―和のこころを聴く＝平成 27年 9月 16 日［水］ 
三味線＝杵屋五三魅、東音 村尾愼三、杵屋五助、杵屋五之吉／唄＝杵屋六響、杵屋
喜寛、芳村伊四妙、芳村伊四紗栄／囃子＝望月秀幸、望月左太寿郎、橘内幹、仙波貴
之／笛＝福原寛 （敬称略） 
プログラム： 五條橋 一人椀久 二人椀久 
入場料＝3500 円（友の会 3000 円） 予約制 ·································· 参加者 145 名 
 
（10） 特別閲覧 
・広島大学 （1 名：平成 27 年 5 月 24 日） 
························· 重要美術品 大般若波羅蜜経 巻第三百十六（小水麿願経）1巻 計 1件 
・東京藝術大学（3名：平成 27 年 5 月 27 日） ······························· 亀甲蒔絵棗他 計 3件 
・広島大学 （1 名：平成 27 年 7 月 5 日） ······ 光讃般若経 巻第四 足利尊氏願経他 計 2件 
・青山学院大学 （1 名：平成 27 年 7 月 9 日）栂尾切(桂本万葉集) 伝 源順筆 源兼行 計 1件 
・川崎市市民ミュージアム （1 名：平成 27 年 7 月 24 日） 
··················································· 重要美術品 複線波紋縁連弧鏡 居摂元年銘他 計 6件 
・京都造形芸術大学 （1 名：平成 27 年 9 月 13 日） ···················· 二月堂練行衆盤 計 1件 
・常盤山文庫・町田市立博物館・東京国立博物館 （6 名：平成 27 年 10 月 6 日） 
························································································· 白磁弁口水注他 計 3件 
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・九州大学 （1 名：平成 27 年 11 月 7 日、8日） ·········· 重要美術品 細線式獣帯鏡他 計 13 件 
・名古屋大学・東京文化財研究所・明治大学（3名：平成 27 年 11 月 25 日・26 日） 
 ································································ 重要文化財 紺紙金銀交書法華経他 計 5件 
・大谷大学 （1 名：平成 27 年 11 月 27 日） ·················· 隅寺心経 大和岡寺心経 計 1件 
・京都国立博物館 （1 名：平成 27 年 12 月 23 日） ······ 唐物肩衝茶入 銘 安国寺他 計 4件 
・根津美術館（1名：平成 28 年 1 月 24 日） ··············· 唐物肩衝茶入 銘 利休円座 計 1件 
・宮内庁書陵部 （1 名：平成 28 年 4 月 24 日） ················ 重要美術品 五鈴乳文鏡他 計 9件 
 ※本件は平成 27 年度中の案件であったが、事情により閲覧日が 28 年度に繰り下げとなった。 
 
３‐２. 博物館実習生の受け入れ 
 
下記の通り、博物館法施行規則第 1条で定める学芸員資格取得のための学生の博物館実
習を当館の基準の下に受け入れ、その指導を行った（団体研修 3大学のべ 234 名、実習生 4大
学 4名）。 
・期日＝平成 27年 5月 16 日・10月 10 日 
実習生＝立教大学博物館実習生（団体研修） ················································ 計 52 名 
・期日＝平成 27 年 6 月 13 日、20 日・11 月 28 日・12 月 19 日・平成 28 年 1 月 16

日 
実習生＝東京学芸大学博物館実習生（団体研修） ········································ 計 148 名 

・期日＝平成 27年 9月 9日・9月 11日 
実習生＝慶應義塾大学博物館実習生（団体研修） ·········································· 計 34 名 
・期間＝平成 27年 11 月 4日（水）～17日（火）  計 12 日間 
実習生＝駒沢大学 仏教学部 仏教学科 ························································ 1 名 

実践女子大学 文学部 美学美術史学科 ··············································· 1 名 
学習院女子大学 国際文化交流学部 日本文化学科 ····························· 1 名 
青山学院大学 文学部 比較芸術学科 ·················································· 1 名 

 
３‐３. 講堂・茶室などの施設利用 
 
（1） 本館集会室 
ギャラリートーク（平成 27 年 9 月 10 日・10 月 1 日）、当館主催「こども美術講座」（平成 27
年 5 月 5 日他）、当館主催「陶芸講座」参加者作品展観（平成 27 年 5 月 30 日・31 日、9 月 26
日・27 日、平成 28 年 1 月 30 日・31 日）、各種団体などへの解説、美術品写真撮影、博物館
学講習会、館内諸会議などに使用〈利用詳細は別項「３‐１. 普及事業（1）（2）（4）（5）（7）」「３
‐２. 博物館実習生の受け入れ」「４‐２. 学会・研究会（3）」〉。 
 
（2） 別館講堂 
当館主催「講演会」（平成 27 年 7 月 12 日他）、「座禅体験」（平成 27 年 10 月 25 日他）、ギャラ
リートーク（平成 27 年 4 月 9 日他）、当館主催「美の友会月例美術講座」（毎月 1～3 回）、当
館主催「茶の友会茶会」の道具説明会（平成 27 年 11 月 12 日～15 日、平成 28 年 3 月 10 日～
13 日）、当館主催ミュージアム・コンサート（平成 27 年 7 月 7 日、9 月 16 日）、東京急行電
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鉄株式会社主催「キッズプログラム」（平成 28 年 1 月 11 日）、茶の湯文化学会例会（平成 27
年 4 月 25 日）などに使用〈利用詳細は別項「３‐1. 普及事業（1）（2）（3）（4）（6）（8）（9）」〉。 
 
（3） 第二講堂 
当館主催「陶芸講座」（平成 27 年 5 月 30 日・31 日、9 月 26 日・27 日、平成 28 年 1 月 30 日・31
日）、当館主催「茶の友会茶会」の点心席（平成 27 年 11 月 12 日～15 日、平成 28 年 3 月 10 日
～13 日）、その他一般の茶会の点心席などに使用〈利用詳細は別項「３‐1. 普及事業（6）（7）」〉。 
 
（4） 茶室 
当館主催「茶の友会茶会」（平成 27 年 11 月 12 日～15 日、平成 28 年 3 月 10 日～13 日）、東京
急行電鉄株式会社主催「キッズプログラム」（平成 28 年 1 月 11 日）、その他一般の茶会な
どに使用〈利用詳細は別項「３‐1. 普及事業（2）（6）」〉。 
 
３‐４. 友の会（特別会員制度） 
 
美術教育普及のため、開館以来友の会制度を設け、今日に至っている。本年度の利用状
況は次のとおり（平成 28 年 3 月 31 日現在）。 
 
（1） 美の友会（定員制度無し・入会した日より 1年間有効） 
・会員数＝512 名 
・年会費＝4,000 円 
・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。 
・特別展の講演会を無料で聴講可能。 
・「美の友会月例美術講座」の開催（聴講無料）。 
・陶芸講座の開催（年 3回の予定）。 
・展覧会や催物の案内を発送。 
 
（2） 茶の友会（定員制度・毎年度 4月 1 日から 3月 31 日まで有効） 
・会員数＝1,500 名 
・会  費＝5,000 円 
・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。 
・特別展の講演会を無料で聴講可能。 
・「茶の友会茶会」の開催（年 2回・ただし、1回につき実費 10,000 円程度必要）。 
・展覧会や催物の案内を発送。 
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４. その他 
 
４‐１. その他の協力事業および会議等への派遣 
 
（1）全国博物館大会への参加（館長他 1名、平成 27 年 11 月 18 日、19 日、20 日）。 
 
（2）全国美術館会議への参加（館長他 1名、平成 27 年 5 月 28 日、29 日）。 
 
（3）全国博物館長会議への参加（館長、平成 27 年 6 月 10 日）。 
 
（4）美術資料収集評価委員会へ学芸員を派遣（東京国立博物館 3回、京都国立博物館 1回、九
州国立博物館 1回）。 

 
（5）美術資料買取協議会へ学芸員を派遣（文化庁 1回、九州国立博物館 2回）。 
 
（6）文化庁の依頼により、登録美術品調査研究協力者会議に協力者として学芸員を登
録。 

 
（7）円覚寺の依頼により、「宝物風入れ」の展示・撤去に学芸員を派遣（平成 27 年 10 月
31 日、11 月 3 日）。 

 
（8）東京学芸大学の依頼により、副館長を博物館学および同実習の非常勤講師として
派遣。 
 
（9）東京藝術大学の依頼により、副館長を博物館実習および集中講義の講師として派
遣。 
 
（10）清泉女子大学の依頼により、学芸員を工芸史の非常勤講師として派遣。 
 
（11）一般財団法人東京私立中学高等学校協会の依頼により、副館長を講演会講師とし
て派遣（平成 27 年 11 月 6 日）。 

 
（12）松本市美術館の依頼により、副館長を講演会講師として派遣（平成 28 年 3 月 3 日）。 
 
（13）文部科学省の依頼により、中央教育審議会専門委員（初等中等教育分科会）として会
議に副館長を派遣（平成 27 年 11 月 23 日、平成 28 年 1 月 22 日、2 月 23 日）。 

 
（14）公益財団法人大師会の依頼により大師会茶会を担当、茶道具の貸出と学芸員を派
遣（平成 27 年 4 月 5 日、6日）。 

 
（15）九州国立博物館の依頼により、学芸員を科学研究費助成事業（No.24401020）

における調査・会議へ派遣・協力（平成 27 年 11 月 22、23 日）。 



 

 
14 

（16）大阪歴史博物館の依頼により、学芸員を染織資料検討会に派遣（平成 28 年 2 月 24
日、25 日）。 

 
（17）愛知県美術館の依頼により、学芸員を漆工作品調査に派遣（平成 27 年 8 月 28 日）。 
 
（18）一般財団法人筆の里振興事業団の理事会に出席（平成 27 年 5 月 20 日、平成 28 年 3

月 23 日）。 
 

（19）公益財団法人高梨学術奨励基金の評議員会に出席（平成 27 年 6 月 12 日）。 
 
（20）公益財団法人大師会の報告会（平成 27 年 4 月 4 日）および評議員会（平成 27 年 6 月

18 日）に出席。 
 
（21）一般社団法人書芸文化院の理事会（平成 27 年 5 月 17 日）、および総会（平成 27 年 5

月 17 日）に出席。 
 
（22）公益財団法人徳川ミュージアムの依頼により、文化財修復助成事業選定委員会（平

成 27 年 4 月 30 日）、「開校・彰考館」プロジェクト調査活用事業の資料調査（平成 27
年 8 月 19 日、20 日）に出席。 

 
（23）一般財団法人イセ文化財団の理事会に出席。 
 
（24）一般財団法人イセ文化財団他主催「第 17 回ハッピーイースター卵あそびコンテ

スト」審査委員として学芸員を派遣。 
 
（25）日本博物館協会の依頼により、「美術品取梱包輸送技能取得士認定制度に関する
委員会」（平成 27 年 4 月 24 日、10 月 21 日、平成 28 年 2 月 9 日、13 日、20 日、3 月 4 日）、
「博物館登録制度の在り方に関する調査研究委員会」（平成 28 年 1 月 21 日、22 日、2
月 12 日）、『博物館研究』編集委員会（平成 28 年 2 月 12 日）に参加。 

 
（26）公益財団法人せたがや文化財団理事会への参加（2回）。 
 
（27）第 62回日本伝統工芸展（全国 12 都市にて開催：会期 平成 27 年 9 月～平成 28 年 3 月）

奨励賞に協賛。 
 
（28）世田谷区のセント・メリーズ・インターナショナル・スクール学園祭に協賛。 
 
４‐２. 学会・研究会 
 
（1）浙江省博物館（中国）主催国際シンポジウム「中國漆器文化研究的回顧與展望國際
學術研討會」にて研究成果を発表（平成 27 年 10 月 22 日）。 
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（2）茶の湯文化学会を別館講堂にて開催し、研究成果を発表（平成 28 年 1 月 30 日）。 
 
（3）東洋陶磁学会研究会を集会室にて開催（平成 28 年 2 月 6 日）。 
 
（4）東洋陶磁学会、書学書道史学会、全国博物館学会、全国美術館会議、全国博物館
長会議、私立美術館会議（以上大会出席） 

 
（5）日本貿易陶磁研究会研究集会、茶書研究会、日本書道史研究会、墨蹟研究会、画
賛研究会に参加。 
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[2] 大東急記念文庫事業 
 
１. 図書保存 
 
（1）収蔵庫内の参考書誌、図書資料等と和古書との分離収納作業を行った。 
（2）所蔵資料の保存状態を調査し、修理・補修リストに記載した。 
（3）庫内に適度の防虫剤を施した。また防塵、除湿、防災には万全を期した。 
 
２. 図書収集 
 
（1）閲覧参考資料 
「人物叢書」等を継続購入中である。 

 
（2）出版文化史参考資料 
本年度は購入しなかった。 

 
（3）古典籍参考資料 
本年度は購入しなかった。 

 
３. 図書調査 
 
国文学研究資料館の依頼により、京都瑞光寺の資料調査を行なった。 
共同研究「日本古典籍の書誌概念と書誌用語の国際化」のメンバーとして奈良大
学・京都仏光寺所蔵の版木調査、京都妙法院の資料調査を行なった。 

 
４. 図書閲覧 
 
（1）個人閲覧 

月 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１
０ 

１
１ 

１
２ 

１ ２ ３ 計 

開館日数 23 23 21 27 8 22 23 25 16 24 20 24 256 日 
閲覧者数 3 5 4 5 10 7 3 8 5 4 1 9 64 人 

閲
覧
図
書 

国書 8 14 33 40 10 22 6 21 9 15 1 26 205 点 
漢籍 1 0 0 0 8 5 0 1 4 1 0 2 22 点 
仏書 1 8 0 9 6 1 0 6 0 0 0 0 31 点 
その他 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5 点 
計 10 22 33 49 26 28 6 28 13 16 1 31 263 点 
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（2）団体閲覧 
・4月 延慶本平家物語研究会（1点／於閲覧室） ············································ 5 名 
・11 月 慶應義塾大学・上智大学・早稲田大学学部生及び院生（47点／於集会室）12名 
 
５. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの） 
 
（1）頒布 
・機関誌「かがみ」第 46号 
・『典籍逍遥―大東急記念文庫の名品』 
・公開講座講演録 
 
（2）委託販売 
・大東急記念文庫善本叢刊中古・中世篇（汲古書院）継続刊行中。 
・大東急記念文庫善本叢刊近世篇（全 18巻別巻 1巻）（汲古書院） 
・大東急記念文庫所蔵『芥子園画伝』初集・二集・三集（勉誠出版） 
・マイクロフィルム版「江戸文学総瞰」「物語文学総瞰」（丸善雄松堂） 
 
６. 普及 
 
（1）出版物受贈（主なもの） 
・『東京市史稿 産業篇 第五十六』 1 冊（東京都公文書館） 
・『皇室制度史料 儀制 立太子一』 1 冊（宮内庁書陵部） 
・『岩崎文庫貴重書解題Ⅷ 東洋文庫絵本コレクション』 1 冊（東洋文庫） 
 
（２）図書資料撮影、掲載、出版、翻印等許可 
・各種団体 
北九州市立文学館、静岡市、南魚沼市教育委員会、山口市等  

・出版社 
ＮＨＫエデュケーショナル、国華社、小学館、中央公論美術出版、テレビ朝日放送、
勉誠出版、武蔵野書院、八木書店、臨川書店等  

・個人 
研究者等 7名 

 
７. 展示 
 
（1）他所への貸出 
・京都国立博物館 ························································ 「加藤清忠夫人像」／計 1点 
「桃山時代の狩野派―永徳の後継者たち―」展（期間＝平成 27 年 4 月 7 日～5 月 17 日）  
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・東京国立博物館 ················· 重要文化財「光明真言土沙勧信記」・「曼荼羅集」／計 2点 
「鳥獣戯画―京都高山寺の至宝―」展（期間＝平成 27 年 4 月 28 日～6 月 7 日） 
・永青文庫 ·························· 「圓山主水筆 絵巻」「月岡雪鼎筆 春宵秘戯図」／計 2点 「春画」展（期間＝平成 27 年 9 月 19 日～12 月 23 日） 
 
（2）五島美術館への出陳 
・［館蔵］春の優品展―和歌と絵画― 
 ········ 重要文化財「顕季集」・重要文化財「公忠朝臣集」・「源氏物語奥入」ほか／計 12点 

・［館蔵］秋の優品展―宗教と美術― 
 ··········· 国宝「六祖挟担図」・重要文化財「紫紙金字華厳経 巻第六十一」ほか／計 11点 

・［開館 55周年記念特別展］一休―とんち小僧の正体― 
 ······················· 「虚堂和尚語録」・「一休水鏡」・「一休咄草庵茶漬飯」ほか／計 12点 

・［館蔵］茶道具取合せ展 
 ······················ 「豊臣秀吉消息 お祢宛」・「武野宗瓦消息」・「茶室起絵図」／計 3点 
 
８. 国等各種公共機関・団体への協力と職員の派遣 
 
・大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館の調査員として会議に出
席、国文学関係資料の調査に協力した。 
・国文学研究資料館における「歴史的典籍に関する大型プロジェクト」の共同研究「日
本古典籍の書誌概念と書誌用語の国際化」の研究分担者として研究会や調査に参加し
た。 
 














